
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■□■ショートコメント■□■ 

◆ウィキペディアでは「本作は批評家から好意的に評価されている。」と書かれている。ま

た、『エル ＥＬＬＥ』（16年）（『シネマ 40』31頁）で大胆なレイプシーンに挑戦したフ

ランスの女優イザベル・ユペールの主演だから、それなりの注目作だが、本作は『最高の

人生の見つけ方』（07年）（『シネマ 20』329頁）のように、近時やたら多くなっている終

活映画とも呼べそうな映画の一本だから、イマイチ食指が湧かなかった。しかし、相対的

な選択の中で本作を鑑賞することに。 

 

◆本作のチラシにある、見どころとストーリーは次のとおりだ。 

ポルトガル、夏の終わり 
 

 

2019年／フランス・ポルトガル映画 

配給：ギャガ／100分 

 2019年／映画 

配給：／分 

2020（令和2）年8月29日鑑賞 テアトル梅田 2020（令和2）年月日鑑賞  

 

★★★ 
監督：アイラ・サックス 

出演：イザベル・ユペール／ブレン

ダン・グリーソン／マリサ・

トメイ／ジェレミー・レニエ

／パスカル・グレゴリー／ヴ

ィネット・ロビンソン／アリ

ヨン・バカレ／グレッグ・キ

ニア／カルロト・コッタ／セ

ニア・ナニュア 
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◆結果は、やっぱり失敗・・・。本作は、主人公の女優・フランキー（イザベル・ユペー

ル）が、現在の夫だけでなく、別れた夫とその息子、現在の夫と正妻との間に設けた娘、

その夫と娘、等々のワケありだらけの近親者や、映画関係の親友を招いた、ポルトガルの

シントラという町での１日を描くもの。したがって、スクリーン上にはこれら多くの登場

人物のさまざまな語らい（会話劇）が次々と登場してくる。 

今のフランキーにとって、それが特別な意味のあるイベントであることは、彼女の病状

が示される中で少しずつ明らかになってくるが、さあ、そこの彼女の狙いは何？私には、

それがさっぱりわからないため、多くの登場人物たちが次々と続く詩的な会話の連続に、

少しうんざり・・・。 

 

◆本作は、イギリス人の詩人バイロン卿が、「この世のエデン」と称したという、シントラ

という町の、たぐいまれなる美しさが１つの売り。たしかに、「まちづくり」や「都市計画」

をライフワークとしている私の目にも、坂道だらけの、尾道のようなこの町は興味深いが、

やっぱり映画は面白いストーリーがなくちゃ！ 

さらに、本作最大の売りは、ラストに訪れる登場人物全員が岬で夕日を眺めるクライマ

ックスシーンだが、私には若干これも期待外れ。さて、あなたは・・・？ 

２０２０（令和２）年８月３１日記 

 

 


